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1.はじめに 

感染症流行予測調査事業は、厚生労働省、国

立感染症研究所、都道府県及び地方衛生研究所

等が協力し実施している調査事業である。本事

業では、定期予防接種対象疾病について、国民

の集団的な免疫状況の把握を目的とした感受性

調査や、病原体の検索を目的とした感染源調査

を行う。結果は疫学情報と併せて、疾病の流行

予測及び予防接種事業の効果的な運用のために

活用される。当所では、令和 6 年度群馬県感染

症流行予測調査において、感受性調査（4 疾病）

及び感染源調査（1 疾病）を実施したので、そ

の概要と結果を報告する。 
 
2.対象及び方法 

各調査における対象及び方法は以下のとお

りとし、検査は感染症流行予測調査事業検査術

式（厚生労働省、2020）及び実施要領（厚生労

働省、2024）に従い実施した。 
2.1. 感受性調査 

調査対象者は、令和 6 年 5 月から 9 月の間に、

各種健康診断あるいは医療機関受診時に採血さ

れた方のうち、本調査への協力について同意を

得られた 0 歳から 74 歳の男女計 398 名（表 1）
とした。自記式の個人調査票を用い、対象者の

各疾病に対する予防接種歴を調査した。 
調査実施項目は、麻しん、風しん、インフル

エンザ（4 抗原）、新型コロナウイルス感染症の

4 疾病とし、対象者の血清中の抗体価を測定し

た。各調査実施項目の検査方法は表 2 のとおり。

また、判定基準は表 3 のとおりとした。 
なお、インフルエンザの調査については、国

の実施要領（厚生労働省、令和 6 年度感染症流

行予測調査実施要領）に基づき、対象者の採血

時期は、原則として当該シーズンのインフルエ

ンザの流行前かつ同シーズンのインフルエンザ

ワクチン接種前であることとした。また、今年

度の調査株（2024/25 シーズンのワクチン株）と

して、A/ビクトリア/4897/2022（H1N1）、A/カリ

フォルニア /122/2022（H3N2）、B/プーケット

/3073/2013（山形系統）及び B/オーストリア

/1359417/2021（ビクトリア系統）の 4 種類の抗

原を使用した。 
結果の集計においては、疾病ごとに国が実施

要領に示した年齢区分を用いた。予防接種歴に

おいては接種歴不明者を除外し、麻しんについ

ては 292 名、風しんについては 288 名、インフ

ルエンザについては 383 名、新型コロナウイル

ス感染症については 381 名の接種歴を集計した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

表 1 感受性調査対象者の年齢群及び人数 

表 2 感受性調査実施項目及び概要 

表 3 感受性調査の判定基準 

年齢
群

0-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-49 50-59 60- 合計

男 29 15 39 17 19 21 20 17 10 12 10 209

女 21 16 31 17 14 20 18 19 10 11 12 189

合計 50 31 70 34 33 41 38 36 20 23 22 398

項目 陰性 陽性

麻しん 2.0未満 4.0以上
新型コロナウイルス感染症 1:5未満 1:5以上

項目 抗体無し 抗体保有

風しん 1:8未満 1:32以上
インフルエンザ 1:10未満 1:40以上

判定保留

抗体不十分

2.0以上～4.0未満

1:8、1：16
1:10、1：20

-

項目 対象 対象数 検体 検査方法 備考

麻しん ヒト 398 血清 EIA法

風しん ヒト 398 血清 HI法

インフルエンザ ヒト 398 血清 HI法  　   4抗原※

新型コロナウイルス感染症 ヒト 386 血清 中和試験 XBB.1.5 株

※  A/ビクトリア/4897/2022 (IVR-238)(H1N1)  株、A/カリフォルニア/122/2022 (SAN-022)(H3N2) 
株、B/プーケット/3073/2013 (山形系統)株、B/オーストリア/1359417/2021(BVR-26)(ビクトリア

系統)株



2.2. 感染源調査 
調査対象は県内のと畜場に搬入された県内産

肥育ブタとし、調査実施項目は日本脳炎の 1 疾

病とした。 
2.2.1. 日本脳炎 

日本脳炎は令和 6 年 6 月から 9 月に、各月 2
回の計 8 回、1 回につき 10 頭程度（全 82 頭）

から血液を採取し、分離された血清中の抗体価

を測定した。抗体価測定は HI 法により実施し、

抗体価が 1:40 以上の場合には、最近の感染であ

るかを判別するために、2-メルカプトエタノー

ル（2-ME）感受性抗体を測定した。なお、抗体

価が 1:10 以上の場合を抗体保有（陽性）とした。 
 
3.結果と考察 
3.1. 感受性調査 
3.1.1. 麻しん 

4.0 以上の抗体保有率は全体の 82.7%であり、

昨年度（80.6%）と同程度であった（図 1）。年

齢群別では、2-3 歳、4-9 歳、10-14 歳、40 歳以

上の 4 群で 90%以上の抗体保有率を示した。抗

体陰性者の割合は全体の 10.3%であり、年齢群

別では 0-1 歳が最も多く、47.6%であった。今回

の調査では全ての年齢群で抗体陰性者が認めら

れた。麻しん含有ワクチン（MR ワクチン、MMR
ワクチンを含む）接種率は全体の 91.1%であり、

昨年度（88.1%）よりやや高い割合であった。年

齢群別では、2-3 歳、10-14 歳、15-19 歳、25-29
歳で 100%の接種率であった。 

0-1 歳の年齢群では定期予防接種対象の年齢

に至っていない者が含まれていることもあり、

予防接種率と抗体保有率がともに低かった。2
回以上接種群の抗体陰性率は 6.5％で、1 回接

種群の抗体陰性率 12.3%、未接種群の抗体陰性

率 38.5％より低い割合であり、予防接種の効

果が認められる結果となった。 
一方、40 歳以上の年齢群では予防接種率が

60.6％と低いが、抗体保有率は 90%を上回って

いた。これは、自然感染により抗体を獲得した

者が含まれているためと考えられる。 
麻しんの排除状態の継続には 2 回の予防接種

率がそれぞれ 95％以上になることが重要とさ

れているため、予防接種の勧奨を通じて集団免

疫を強固にすることが必要である。 

3.1.2. 風しん 
1:32 以上の抗体保有率は全体の 76.1%であり、

昨年度（61.7%）より高い割合であった（図 2）。
年齢群別では、40 歳以上（86.2%）の年齢群で

最も高い抗体保有率を示した。風しん含有ワク

チン接種率は全体の 87.5%であり、昨年度

（84.0%）よりやや高い割合を示した。男女別で

は男性 84.6%（昨年度 87.9%）、女性 90.3%（昨

年度 80.7%）であった。年齢群別では、40 歳以

上（男性：50.0%、女性 47.1%）が最も低い接種

率であった。 
日本では昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月

1 日生まれ（令和 6 年度末時点 45～62 歳）の男

性は過去に公的な予防接種を受ける機会がなか

った。このため、厚生労働省は、対象世代の男

性に対して抗体検査やワクチン接種を促す事業

を平成 31 年/令和元年度から開始した（風しん

の追加的対策）。風しんの追加的対策では、令和

6 年度末までに対象世代の男性の抗体保有率

（抗体価 1:8 以上の割合）を 90％に引き上げる

ことが目標とされていた。本調査において、追

加的対策の対象世代である男性 23 名のうち、

抗体価 1:8 以上は 20 名（87.0％）であった。追

加的対策は令和 6 年度末で終了したが、小児へ

の定期予防接種も含め、予防接種の重要性を引

き続き周知啓発していく必要がある。 
3.1.3. インフルエンザ 

A/ビクトリア/4897/2022（H1N1）は、昨シー

ズン（2023/2024）からワクチン株に選定されて

いる。本調査株に対する全体の抗体保有率は

12.6%で（図 3）、昨年度（2.4%）より高い結果

であった。年齢群別では、10-14 歳（31.4%）で

最も高い保有率を示し、次いで 15-19 歳（20.6%）、

5-9 歳（12.9%）、20-29 歳（12.2%）であった。

50-59 歳では 1:40 以上の抗体保有者を認めなか

った。 
A/カリフォルニア/122/2022（H3N2）は、今シ

ーズン（2024/2025）からワクチン株に選定され

た。本調査株に対する全体の抗体保有率は

36.4%であった（図 4）。年齢群別では、10-14 歳

（71.4%）で最も高い保有率を示し、次いで 5-9
歳（61.3%）、15-19 歳（44.1%）であった。 

B/プーケット /3073/2013（山形系統）は、

2014/15 シーズンに流行した山形系統の代表株



であり、2015/16 シーズンからワクチン株の 1 つ

として選定されている。本調査株に対する全体

の抗体保有率は 44.5%で（図 5）、4 抗原の中で

最も高く、昨年度（41.5%）と同程度であった。

年齢群別では 30-39 歳（71.6%）で最も高い保有

率を示し、次いで 20-29 歳（70.3%）、50-59 歳

（60.9%）であった。 
B/オーストリア/1359417/2021（ビクトリア系

統）は、2022/23 シーズンからワクチン株に選定

されている。本調査株に対する全体の抗体保有

率は 14.3%で（図 6）、昨年度（2.2%）より高い

結果であった。年齢群別では、60 歳以上（40.9%）

で最も高い保有率を示し、次いで 50-59 歳

（39.1%）、5-9 歳（19.4%）、0-4 歳（18.0%）で

あった。 
昨シーズン（2023/24）におけるインフルエン

ザワクチン接種率は 31.6%で、昨年度（33.1%）

よりやや低い割合であった。年齢群別では 5-9
歳（41.9%）が最も高く、次いで 10-14 歳（40.9%）、

60 歳以上（36.4%）、0-4 歳（34.0%）、15-19 歳

（33.3%）であり、20-29 歳（24.3％）が最も低

かった。インフルエンザワクチンは、発病をあ

る程度抑える効果や、重症化を予防する効果が

認められているため、重症化リスクの高い幼児

や高齢者を中心にワクチン接種率向上のための

一層の取組が重要である。 
3.1.4. 新型コロナウイルス感染症 

1:5 以上の抗体保有率は全体の 95.6%であっ

た（図 7）。全ての年齢群で高い抗体保有率を示

し、20-29 歳、50-59 歳の抗体保有率は 100%で

あった。新型コロナワクチン接種率は全体の

70.6%であった。年齢群別では 20-29 歳（97.3%）

が最も高く、次いで 50-59 歳（95.7%）、60 歳以

上（95.5%）、40-49 歳（95.0%）、30-39 歳（91.3%）

で、0-4 歳（4.9%）が最も低かった。接種歴あり

と答えた 269 名のうち、3 回以上接種した者は

214 名（79.6%）であった。 
 新型コロナワクチンは、2021 年 2 月 17 日か

ら 2024 年 3 月 31 日まで予防接種法に基づく全

額公費負担の臨時接種、2024 年 10 月から 65 歳

以上の高齢者等を対象とした定期接種に位置付

けられ、多くの国民が接種しているが、流行の

主流となる系統は年々変化している。流行系統

に対する抗体価を継続的に評価し、その情報を

蓄積していく必要があると考えられる。 
3.2. 感染源調査 
3.2.1. 日本脳炎 

全 82 検体のうち、5 検体で抗体陽性が確認さ

れた。HI 抗体価 1:40 以上であった 5 検体につ

いて 2-ME 処理を実施したところ 1 検体で 2-ME 
感受性抗体（IgM 抗体）陽性であることが確認

されたため、 直近で日本脳炎ウイルスに感染し

たと考えられる。 
ブタの抗体保有調査は、県内における日本脳

炎ウイルスの蔓延状況を把握するのに有用であ

る。近県では同調査が行われていないことから、

全国的なウイルスの蔓延状況を推測するために

も重要なデータであり、今後も継続して実施す

る必要がある。 
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図 3 年齢群別インフルエンザ HI 抗体保有状況及びワク

チン接種率 A/ビクトリア/4897/2022（H1N1） 
図 4 年齢群別インフルエンザ HI 抗体保有状況及びワク

チン接種率 A/カリフォルニア/122/2022（H3N2） 
 

図 6 年齢群別インフルエンザ HI 抗体保有状況及びワクチン接

種率 B/オーストリア/1359417/2021（ビクトリア系統） 
図 5 年齢群別インフルエンザ HI 抗体保有状況及びワク

チン接種率 B/プーケット/3073/2013（山形系統） 

図 1 年齢群別麻しん EIA 抗体保有状況及びワクチン接種率 

図 2 年齢群別男女別風しん HI 抗体保有状況及びワクチン接種率 

図 7 年齢群別新型コロナウイルス抗体保有状況 
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（ ）内は対象人数

84.6% 90.3% 

50.0% 47.1% 

 
接種率全体  
87.5% 

 
抗体保有率全体  

76.1% 
 

抗体保有率全体  
86.2% 


